
第3章．宇宙開発の推進体制

　第1節　各機関の役割

　　、嬉2章ゐ諸活動を達成するためには、確立された計画のも

　　．とに、国として一体性を保ちつつ総合的かつ効率的に研究及

　　醐発を煎るよ徽体制鰹髄進める腰がある　
　　　．したがらて、灘よ略記の果たすべき役割を羽冠レ．⑳

　　その役割に応じ、体制を整備するものとする・

　　　こ錫含自主技術謹調とした三図撮めるた瞭

一は》嚇開発及び利用の概の葡か？円三三欄既

　　確保するとともに、科学鯉及び実用鯉ρ成果も相互而用

　　旧きるよ二三の紅を痴るζとける・・．ζのため先行研

・究二二研究を行磯回及び詰開三業団の開発部門の能

⑳よ曙の叫を図るとと拠関係機関汐ミ共同研購

　　㌃を行いうる遂ちな開放されデ『試験研究センタ「を整備レ国一勢

　　全体として効率的な計画㊧促進を関る・

　　　また、実際のプログラムの椎弓に当たっても、国全体とレて、

　　御プ吋工：ク誰齢唄と三三二四じ購関

　　が適宜分批励を行灯ととする…づ∫・　＿沼

　　　ドr郭瞭三脚隙実施して矯くや師団’・

禰

，穐．

　機関に却ける必要な行政事務の遂行機能の一層の充実強

　化を図る。

②　人工衛星の研究について、利用機関が、又は、利角機関

　・の要請に応じ宇宙開発事業団瓜それぞれ利用の実態を踏

　まえた研究を進め・これちが開発段階に達したときには、

1縮甲懸業団に紳て醗を行うζととする・ζのた噛

　め・宇宙開発事業団は、㌔関係三身の要請に詰み応えるよ

、うその技術能力を高めるとともに試験研究センタ「その

　他の充実強化に努める6また、宇宙開発事i業団は可能な

　限り開発の遍程で得られた成果を関係機関に提供する1等

　∫その普：及：に努挙）る。　　　　　　　　　　　㌦

　　嫡科学衛星の開発についてば宇宙科学の研究に

密駄諭し添われるこ庫編がへ原頭し煉

京群笥航空研究所に趣て御ことζレその灘

．の発実強化に努めるび

⑧人工鯉打上げ用・ケントの二面ついては、宇品

発事業団嫡三四ζとし潤係鞭の要1回忌＋分

．飾弓大学宇宙鯵階恥阻め，られ庫
　　　　　　　　　　一23・ご



　るMロケジトゐ開発は、同町ヶヅトの信頼性が得ちれる

　段階まで依、同研究所において引き続き行う。

叫工鱗嘩齪及び予幸搾め嘩華華・宇宙
．開発事業団が行う。との場合、軌道決定及び予報のための”一

助蹴・打上げ時の追麗制及び必要に職各部機関一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
　ぶ設ける利用のための特殊な追跡系と密接な託けいを保

　っ必要があるので、これらゐ追跡について宇宙開発事業

団を中心とし嫡撫即興網罐楽舞’・

　・また、運用段階に澄け為木工衛星の管制については・

　当該人工衛星を用いて事業を行う者が管制を行う．ことが

　適当な場合には、自らこれを行い、当該事業者が適当な、

　手段を有していない場合には㍉宇宙開発事業団の追跡管

　制覇門を活齢して効率的にこれを行う・’、

6一宇宙開発に関採ある国立試験研究機関等は、それぞれ磁

の所掌而じて、∫人；鯉及び・妙ト蠣難猟利

用技伽研究及び醗を勘宇麟発蝶団の行超

し．発に積極的匠島噂する，とともに・ヒれらに必要な施設の・＼．

　整備を行う．。～

⑥大学に演は・鰍科学の研究として三三勧獅

　畢デロ，ケ労下等に関し＼幅広く1研究が行われることを期一

　　　　　　　　　　　一24一田

圃

編

　　　科するとともに、疹要に応じ、宇宙開発事業団の行う開、

　　　発に協力するζ・とを期待する。

　　⑦　な澄、宇宙開発を行うに当たり、民間企業の果たす役

　　　割が大きいことにかんがみ、民間企業における研究及び

　　　開発の体制を強化するとともに、研究者及び技術者を充

　　　実←てく自己の技術基盤ρ確立と向上を図り・国のプロ

　　　ジエクトに対して積極的に参加協力することを期待する。

第2節　新分野に対する措置　　“　　　　　　　’　　　　，　！

　　従来の研究開発体制でカバーできない分野に対しては、次

　のように措置する6　　　　　　　　　　一

　　①　平入サポート技術については、関連する大学、研究機関

　　　等の協力を得て科学技術庁航空宇宙技術研究所で、宇宙見

　　　飛行≠矧練雑及野人騨のための難等備査

　　　研究を開始す為とと．もに、宇宙開発委員会に旧いて早急

　　幽門つ興野獅策雅回しこその円滑門門体
　　　制の確立を図っていぐこζとする・、

②翠計敵つい硲領東駄学轄航空棚所
　　　を中刺して聯晦計敵ついて三三め・順次官

　　・学民協力して推進する体制を整えていぐこととする。1

◎∵吹卜’三巴1三冠導騨機町
　　　　　　　　　　　　　25「、



いては、当面は、東京大学宇宙航空研究所・科学技術庁

航空宇宙技術研究所の協力を得て、宇宙開発事業団で調

査研究を進める・

・一 Q6一回

覧

㊨．・

　　第4章宇宙開発基盤の整備

　　　第1節　国及び民間の技術基盤の強化

　　　　（1）’国の技術力の強化

　　　　　　我が甲の宇宙開発に関する墓礎技術力の不足から＼宇宙技

　　　　　術の海外伝存度が高ぐなっている現状にかんがみ、・大学、．

倫　国立試聴究機関等に鮒る宇醐発活動のシザズ嗣

　　　　㌦託した・基礎研究、先行研究としてめ特別研究等の強化を図

　　　　　孤これらの蘇の面的寵臣を記する・

　　　　　　この場合、大学及び国立試験研究機関等κおける研究巻

　　　　　r舳醗想嘩づ触創的洗騨究は・将来の騨

　　　　　術の醗回忌入技術の槻嬢這々彫℃貢献する・

　　　　　欝あ砥こ幽晦醐砲る贋

㈹　（2）三間の技術加強化

　　　　　①三口棚賑御開旧び醐を簸三二乱闘た

　　　　　　や四四三部品等に縛る三三纒硬できる専門

＼，メ｝かの発掘と育成を寧る9∫

　　　　一②　ーシリ・一デ化に対応して研究投資≦設備疫三等の系＝統的、

　　　　　　回忌雛遡鴎とと郵宇二品の三三鱗
　　　　　　二等を促進する6　　　　　　　　　　　　　噸

一27」一



　　　③　国のプロジェクトによる研究、製作を通じて、民間企業’

　　　　の能力を高あるとともに・各省庁》特殊記入等の助成機

　　　　能を可能な限り活用し、民聞企業の育成を図る。

　　　　④　民間企業等に点いても、この大綱に示した指針、方策

　　　　　等が有効た遂行できるよう、可能な限り民間企業間の拉’

　　　　一術衡や期研究醗の縫を図る．　　　　⑳

　　　③　宇宙開発以外の分野の技術との交流の促進圃

　　　　6　宇宙開発活動の低コ三ト化を促進する牽や・可能な限

　　　　　り・一般の生産設備等の活用を図る。’

　　　　②・宇宙開発投資が新しい一般生産品開拓ゐ先行投資ある

　　　　．いは基盤投資どして三三されることを保進ずる。1

　　　　③繭濁に却得ら糠技術の「雛三揃三冠療そ’

サ　　　　の伸の諦分野への応用の途を開拓するQ　　一、　’

　　第2節　開肇の効率的準準．　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳

　　　①県体齢醗プロぐラム碓輝当たマ鱗次のよう

一欝講ずる∵ゆ解綴を蟹こζ1

　　　　ω個々の縮朗読を脚う湿た卿漂準㌣

　　・一一琳プラヅト7三三ヘーや他三脚働

　　　　　獅がら職な騎轡ン㊧繊イ昧纏を

　　　　　　　　　　　　　　一28一回

忌　　　　図る。

　　　　ωまたこれらの打上嘩ついても・ペイ恥ドの余裕

　　　　　の醐ヨド中小纏の複数打一上玉によって、可能な限り

　　　　　その効率的を推進を図や・，

　　　　ω『れらの勧賜費なる趾施設等ゆいても河
麟　能詰りそ三訂化を図り渤靹な整縫用を行うも

　　　　　、のとする。

　　　②　宇宙技術は、全体的にまだ発展途上にあるため、．個々の

　　　　プログラムについては嵐それ以上の技術的進展を要しない

　　　　ものを除いて、可能な限り技術の開発とその業務への利用

　　　　を併存させながらこれ認めることとする。

　　第3節¶利用の促進

　　　①　宇宙開発活動の応硝範翻の拡大と、そ（ρ利用の晶艘化を

穐鞭的に豪し1生産の安定級び低コ府化を図ること

　　　　によつみ一酵綴益者ρ蹴姻る9

　　　②畝そのた⑳活輌輝として・．宇唐言活敵参．

　　　』加鍋者ができる脚廉蹴醐磁力1できる畝’勲ぞ・

　　∫一畑参加の態様及び襟に嚇〕緬細に聯晦

　　　　　　　　　　　一．　「無二三
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第4節　国際協力の推進　　　　　　　　、　　　　・　　　　　＿

　d）国際二三プロジェクトの推準

　　①国際的飯好脇欄係の離を図る勧二二課

　　　題があるときは、残が国㊧宇宙プロジヂクトについて・・

　　　外国の参加を認める・　、　』　’

⑫綱腔宇三等の国麟司プ・ジエハに？いては⑳1

　．ご我が国としても小型ロケッ瓦地上シミとレーセヨγ等・’．

　　「によって十分k力をつけてこれに参加し、我が国の技術

　　　レベルの効率的な向上を図るとともに、’国際的レベルで

　　　の活動の展開を図るr．

　　③ニスペニスジャ塊の鯛をは齢とする外国システム

　　一を湿し熊動を湿していくに筆っては・その借早

　　　事務や専門白勺事項回るまで定常的な連絡調四三を一

　　　括して錠的燧行ずるゆの剛三二！ノ｝ゆ輝㊧

＼、的庶民図る・

　　④　宇宙発電所、軌道間：輸送機、、大型ステーション・大型

　　　三沢ミ蛇ヨン物耀力九ハに？いては調査

　　　研物鵬施ζれ鯵加し個離同プ』ジモ外の，

　　　一員としてこれを進φる6、．’　　　　一

②．棚脚＿∫∬・・1ゴ羽＿冠－・ン
　　　　　　　　　　　　　一3．ργ　’♂：，　・一、　　　一　’＼
　轟齢　　　、

　　　　　①　インテルサット・インマルサット等の薬室的共同事業

　　　　　　には積極的に参加し・そのンステムの製作等を幅広ぐ分

　　　　　　記することを考慮する。

　　　　　②国際酷その専門綿採血徽関その伽醗1

　　　　　　機関や多数国が協力して活動を進める国際的・協力事業に

価
　　　　　　積極的に参加し、・相応の貢献を行う。

　　　　　③　アジア太平洋地域等ゐ地域協力プロジェクトの推進を・

　　　　　　図る。

　　　　（3）途上国への援莇　　　　・‘

　　　　　　開発途上国との関係峰いては回報提供ル5一ト∴方法

　　　　　．ρ整備・研修生の受け入れ、機材の援助、宇宙シスデムの・

　　　　　供与韓設備の期等⑫撒協が活動を行う．

　　　第5節、宇宙活動秩序．の整備

穐①縮醗醐姻際的締切鰍序みもと喉開される
　　　　　ものと殉う・我が国の暢も†分認識しながら国際的な

　　　！’ルールの確立を促進する。

　　　②我姻の宇翻発活動についても1そり翻感動秩序を

　　　　　　ま∵れr照照二四三冠難
　　　　　　　　　　　　　　　一3－1一
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及び使嗣縮鵬の試験検欝に関する留湯蜘、

　　確立等も推進する・

第6節　推進環境の整備

　（1）普及啓発

　　　宇宙開発ゐ円滑な推進を図るためには・’国民の十分な理

、解を得る必要鋤縮開発の全般にわたって総合蝿㊨

　　普及啓発活動を行うものとする・

　　　また、賄団僻に紳て、曙活発姫二二ミ行われる

　　ことを期待する。

　（2）人材養成

　　　我が酌縮隠隠の哺雄紅血な研究者及び、

　　技術者の養成をさらに充実強化していくため・大学の学部

　　　．大学院教育の充実に努める・

　’　さらに、これちの機関が産業二等に山ける研究巻技術’⑳

　　者の額向上に鱒三図を黙すごζにかんがみ浸q

　　　ための機能の充実を期待する。

　　　　また、一既存の研究者旧び技術者の再教育を図るため・内

　　、外の留学及醐修倣めの制駈蘇肇化する・

　　（3）情報流通め促進

　　　　宇宙開発の分野においては，関連する科学技術ρ分野が

　　　　　　　　　　　　　一32三

門

町

回ぐ、また、鴨その進歩が速いため、情報の適切な処理と有

効な利用を図るこどとし、情報流通機能、特に情報の収集、

処理、サービス等の機能を充実するものとする。

　　な冷、宇宙開発に伴う技術的波及効果は、旧きぐヵ・つ多

方面にわたるので、その成果ゐ普及利用に：努めるものとす

　る。

（4）事業実施関連の周辺対策の推進

　①　昭和50年代後半かちは、打上げの自由度を確保する

　　ことが必要となってくるので、関係者の十分な理解を得、

　　るξう努めるとともに・所琴の方策を講ずるρ

　②．衛星間通信を利用した追跡管制技術が確立するまでは・

　　酬世購の二等が腰となるので・’礁的嬬力

　　ネッドワークの整備を図るとともに、地上局等を海外に

　　設置する際の脚三国の概給わせた一般的州際協

　　力についても配慮していくこととする。・

一3含一
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　　　　　　　　　　参’・．．・．　　　考．

∫肝の帥は、特記2章の二軍醗シリ吠に？いて櫃関

係等0埋解の三助とするため、ζれを図化したもので回るび．．

・734－9
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